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8月号平成 2年

町の人口

世帯数 6, 749 

人口 20 ， 975

男 10 ， 068

女 1 0 ， 907

7 月 1 日現在
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双葉保育所

さなんか!こ負けないぞ.グ

夏

本

番

暦
で
は
八
月
八
日
が
「
立
秋
」
で

す
が

、

今
年
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
き
そ
う
で
す
。

町
内
の
各
プ
l

ル
は
、
連
日
の
暑

さ
に
も
負
け
ず
、
元
気
に
水
遊
び
を

す
る
子
ど
も
達
で
い
っ
ぱ
い
で
す

。

双
葉
保
育
所
の
プ
l

ル
で
も
、
日
焼

け
し
た
子
ど
も
達
が
、
色
と
り
ど
り

の
水
着
を
つ
け
て
、
飛
び
込
み
を
し

た
り
、
パ
タ
足
の
練
習
を
し
た
り
、

元
気
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

プ
ー

ル
の
水
に
は
、
消
毒

・
殺
一

菌
の
た
め
に
、
塩
素
が
含
ま
れ
て

一

い
ま
す

。
泳
い
だ
後
は
、
目
や
体

一

を
き
れ
い
に
洗
う
よ
う
に
し
ま
し

日

ト
か
こ
可J。
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(2) 

重
信
町
六
月
定
例
議
会

七
億
六
千
八
百
万
円
(
一
般
会
計
)
を
補
正

牛
測
上
村
線
道
路
改
良
事
業
費
な
ど

ぶ

第
百

三
十
六
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
六
月
二
十
七
日
に
招
集
さ
れ

六
月
二
十
九
日
ま
で
の

三
日
間
の
全

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算

と
町
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
改

正
な
ど
四
議
案
を
原
案
可
決
、
専
決

処
分

一
件
、
報
告

一
件
、
特
別
職
の

人
事
議
案
二
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
員
提
案
の
「

町
議
会
議
員
の
公

共
事
業
の
請
け
負
い
に
関
し
、
地
方

自
治
法
第
九
十

二
条
の

こ
の
趣
旨
を

厳
守
す
る
決
議
」

を
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た

。

決
議
内
容
は
「

議
員

と
議
員
の
配
偶
者
ま
た
は

三
親
等
内

の
血
族
お
よ
び
姻
族
の
経
営
す
る
企

業
な
ら
び
に
議
員
が
事
実
上
の
支
配

力
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
企
業
は
、
町

が
発
注
す
る
公
共
事
業
の
請
け
負
い

に
関
し
、
地
方
自
治
法
第
九

二
条
の

こ
の
立
法
の
趣
旨
の
も
と
に
四

O
%

を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
自
粛

す
る
」
と
な

っ
て
い
ま
す

。

最
終
日
の
一
一十
九
日
に
は
、
六
名

の
議
員
か
ら
老
人
福
祉
、
農
業
問
題
、

生
活
環
境
、
総
合
公
聞
な
ど
各
方
面

に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

の~-f し幸良広

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

農
業
振
興
費
(
東
温
地
区
農
協
カ

ン
ト

リ

ー
エ

レ
ベ
ー

タ
ー
建
設
補
助

な
ど
)
三
九

二
、
六
六

一
千
円

O

農
村
総
合
整
備

モ

デ
ル
事
業

四
三
、
四
七
O
千
円

。

道
路
新
設
改
良
費
(
牛
洲
七
村
線

改
良
工
事
な
ど
)一

三
三
、
七
O
O
千
円

。

上
村
大
橋
整
備
費

二
九
、
五
O
O
千
円

。

田
窪
西
岡
線
改
良
事
業

三
一
、
四
八
八
千
円

O

都
市
下
水
路
事
業

二
三

、

0
0
0
千
円

。
重
信
町
営
住
宅
使
用
料
条
例
の
一

部
改
正

町
常
住
宅
の
使
用
料
に
か
か
る
消

費
税
を
七
月

一
日
か
ら
廃
止
し
、
家

賃
を
引
き
下
げ
る
た
め
条
例
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

。
上
村
大
橋
整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結

上
村
大
橋
の
上
部
工
事
を
、
指
名

業
者
七
社
に
よ
る
入
札
の
結
果
、

二

宮
至
建
設
株
式
会
社
が
落

札
し
、

一

億
五
千
七
百
五
十
九
万
円
の
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
承
認
を
し
た
も
の

で
す

。

。
助
役
・
版
入
役
の
選
任

和
田
助
役
が

一
身
上
の
都
合
に
よ

り
六
月
末
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、

新
し
い
助
役
に
高
須
賀
寛
収
入
役

(
上
村
)
を
、
収
入
役
に
渡
部
秀
雄

前
総
務
課
長
(
田
窪
)
を
選
任
す
る

こ
と
に
満
場

一
致
で
同
意
し
ま
し
た

。

寛氏

f生助

高須賀秀雄氏

収入役

i度部

国

民

年

金

あ
な
た
も

国
民
年
金
の

加
入
者
で
す

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に

「

基
礎
年
金
」

を
支
給
す
る
制
度
で

す
。農

業
や
漁
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
そ
し
て
サ
ラ
リ

ー

マ

ン
の
奥
さ
ん
も
、
だ
れ
も
が
国
民
年

金
に
加
入
し
て

「
基
嘩
年
金
」

を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
正
し
い
届
出
と
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第

一
号
被
保
険
者
と
な
る
自
営
業

の
方
は
、
自
分
で
自
身
の
年
金
を
守

る
た
め
、
加
入
の
届
を
し
て
保
険
料

を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
今

す
ぐ
役
場
へ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

加
入
の
タ
イ
プ

O

第

一
号
被
保
険
者

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
自
営

業
者
の
人
と
そ
の
家
族

O

第

二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金

・

共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人

O

第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人

加
算
額
の
対
象
者
に

異
動
が
あ
っ
た
ら
届
出
を

国
民
年
金
の
陣
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、

加
算
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
子
供
が
、

養
子
縁
組
、
死
亡
、
結
婚
な
ど
の
た

め
年
金
受
給
者
に
よ
る
生
計
維
持
関

係
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

提
出
す
る
届
書
は
、

「
国
民
年
金

加
算
額
対
象
者
不
該

当
届
」

で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
受
け

と
り
す
さ
る
こ
と
に
な
り
、
後
で
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集

一
、
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
i

二
十
七
歳
未
満

二
、
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

三
、
給
与

初
任
給
(
月
額
三
二

、

0
0
0
)

期
末
、
勤
勉
手
当

(
年三
回

、

合

計
五

・

一
ヶ
月
分
)
の

他
各
種
手

当
支
給

四
、

衣
食
住

食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
他
、
被

服
等
も
す
べ
て
無
料

五
、
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、
特

別
退
職
手
当

が
支
給
さ
れ
る
。

一
任
期
(
二
年
・

陸
上
)
終
了
時

一
O
O
日
分
(
四
五
六
、
三
O
O

円
)一

任
期
(
三
年
・

陸
上

・

航
空
)

満
了
時

一
五
O
日
分
(
七

一
二

、

0
0
0
円
)
、
そ
の
後
の
任
期

(二
年
)
毎
に
、
七
五
日
分
i

二

0
0
日
分

詳
し
く
は

O

役
場
総
務
課

宮
六
回
|
ニ
O
O

一
内
線
二
一
一

一

O

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

包
囲
七
|
三
O
四
O

で
お
尋
ね
下
さ
い
。

一一一病気見舞いのお返 し を廃止 しまし ょう一一一



ご
存
じ
で
す
か手

当
制
度

扶
養
手
当

児
童

>‘..... ::r~ 

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
を

対
象
と
し
、
父
の
い
な
い
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
冗
童

②
父
が
死
亡
し
た
児

童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児

童

⑤
父
が

一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

旧
ん
島
国
一
一

⑥
父
が

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
そ
の
他
、
孤
児

等

手
当
月
額

児
童

一
人

三
五
、
九

一
O
円

児
童
二
人
五
千
円
加
算

以
下
、
児

童
が

一
人
増
す
ご
と
に

二
、

0
0
0

円
加
算
さ
れ
ま
す

。

児
童
扶
養
手
当
に
係
る
認
定
請
求

に
つ
い
て
は
、
子
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る

に
至
っ
た
日

か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

のt-f し幸良広

特
別
児
童
扶
養
手
当

(3) 

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、

二
十
歳

未
満
で
次
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
児

童
を
養
育
ま
た
は
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
生
活
に
常
時
の
介
護

が
必
要
。

②
身
体
に
重
度
の
陣
害
ま
た
は
長

期
の
安
静
が
必
要
。

③
精
神
病
な
ど
で
、
日
常
生
活
に

常
時
の
介
護
が
必
要
。

手
当
月
額

児
童

一
人
に

つ
き

一
級
四

三
、
五
八
O
円

二
級

二
九
、

O
五
O
円

特
別
障
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別
な
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る

二
十
歳
以
上

の
者
。
た
だ
し
、

施
設
等
に
入
所
ま

た
は
、
医
療
機
関
に
三

ヶ
月
を
越
え

て
入
院
し
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額

ご
一、
七
六
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を

必

要
と
し
て
い
る

二
十
歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
応
童
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
頼

一
一
一

、

三
八
O
円

〔各
手
当
に

共
通
す
る
事
項
〕

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

各
制
度
の
申
請
及
び
お
問
い

合
わ

せ
は
、
役
場
厚
生
課
ま
で

o

E
六
四
|

ニ
O
O

一
内
線
二
五
四

7Jく

lま
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八木耳鼻H岡町長科

・ 皮 l育科医院

八木文 子

水
い
ぽ
は
、
正
確
に
は
伝
染
性
軟

属
腫
と
い
っ
て
、
伝
染
性
軟
属
腫
ウ

イ
ル

ス
か
直
接
皮
蔚
に
感
染
す
る
こ

と
に
よ

っ

て
生
じ
ま
す
。

大
き
さ
は
l
m
ぐ
ら
い
か
ら
マ
ッ

チ
棒
の
頭
ぐ
ら
い
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま

で
、
色
は
皮
膚
と
同
じ
か
や
や
赤
い

程
度
、
ド
ー
ム
状
で
表
面
に
は
光
沢

が
あ
り
ま
す
。

タ
オ
ル
な
ど
の
直
接
感
染
の
ほ
か

に
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
で
も
感
染

す
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
き
こ
わ
し
た
り
し
て
次
々
に

増
え
て
い
き
ま
す
が
、
体
幹
や
四
肢

や
陰
股
部
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
、
服

の
周
囲
な
ど
皮
膚
と
皮
膚
が
接
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
か
た
ま
っ
て
多
発
し

て
き
ま
す
。

幼
小
児
に
多
い
疾
患
で
す
が
、
大

人
に
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

治
療
と
し
て
は
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

つ
ま
み
取
る
方
法
が
早
く
て

一
番
確

実
で
す
。
多
少
出

血
し
ま
す
が

、
あ

と
が
残
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、
痛
み
を
伴
う
の
で
、
小
さ

い
子
供
さ
ん
に
多
発
し
た
場
合
に
こ

れ
を
行
う
の
は
大
変
で
す
。
又
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
は
潜
伏
期
が

M
日
1

印

日
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
取
っ
た
後
に

又
出
て
き
て
、
数
回
繰

り
返
す
こ
と

も
あ
り
ま
す

。

こ
の
他
に

、

水
い
ぽ

の
表
面
に
薬
を
塗
っ
た
り
貼
っ
た
り

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
痛
く
な
い

の
で
す
が
時
聞
が
か
か
り
、
塗
っ
た

部
位
が

一
時
的
に
黒
く
な
り
ま
す
。

水
い
は
が
あ
っ
て
も
体
に
は
影
響

は
な
く
、
放
っ
て
お
い
て
も
自
然
消

退
し
ま
す
が
、
半
年
か
ら
数
年
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
に

体
中
に
増
え
た
り
、
又
他
の
人
に
も

う
っ
す
可
能
性
が
高
く
な
る
わ
け
で

す
。

で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
期
に
、

数
少
な
い
時
期
に
治
療
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す

。

ア
ト
ピ
l

性
皮
膚

炎
な
ど
湿
疹
の
あ
る
子
供
の
場
合
は
、

掻
い
て
広
が
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
湿

疹
の
治
療
も
き
ち
ん
と
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

健

康

講

座

愛
媛
大
学
医
学
部
で
は
、
聞
か
れ

た
大
学
を
め
ざ
し
て
、
健
康
講

座
を

開
講
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

な
お
聴
講
は
無
料
で
す

。

愛媛大学医学部健康講座

I アレルギーの季節
9 月 1 日 (土) 司会 皮膚科教授 三木吉治

午後 2 時-4 時 ぜんそ く 第一内科助教授藤田繁

(臨床第一講義室) 花粉症 耳鼻科講師 湯本英二

アトピー性皮膚炎 皮膚科助教佼 白石 ~ 

II 骨粗しょう症の年代

9 月 22 日 (土) 司会 産婦人科教授 松浦俊平

午後 2 時-4 時
骨組しょう症の原因と診断

繋形外科助教授奥村秀雄
(臨床第一 講義室) 骨粗しょう症の治療と予防

産締人科講師 浜[I]!住f"i'

一一一水を大切にしましょう 一一

権六(松山市)

整木、せん定

り講習会

重信町民会館

9 月 22 日 (土)

13 : 30-

野本

菊づく

時

師

r斉唱

骨

戸万

講

内

日

場



(4) 

同

和
教
育

自
分
自
身
の

毎
日
の
生
き
方
を

ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
/

ー

あ
な
た
の

意
識
は
|

(
そ
の
こ

j~' 

現
在
で
も
、
差
別
が
私
た
ち
の
生

活
の
中
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意

識
は
つ
ぎ
の
中
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

O

無
関
心
な
人

・

私
は
差
別
な
ん
か
し
て
い
な
い
。

・
同
和
地
区
の
人
の
問
題
で
あ
っ
一

て
自
分
に
は
直
接
関
係
な
い

。

一
・
部
落
差
別
は
、
も
う
残
っ
て
い
一

な
い
。

一

あ
な
た
は
、
同
和
問
題
を
他
人

事
だ
と
考
え
、
自
分
は
こ
の
問
題

と
関
係
を
持
た
な
い
で
お
こ
う
と

さ
け
て
通
ろ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん

A
M
 傍

観
者
で
い
よ
う
と
す
る
考
え

方
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
も

解
決
す
る
方
向
は
見
え
ま
せ
ん

。

無
関
心
は
部
落
差
別
を
そ
の
ま

ま
は
お

っ
て
お
く
こ
と
に
な
り
、

差
別
を
温
存
す
る
と
い
う
重
大
な

誤
り
を
犯
す
結
果
を
招
き
ま
す
。

O

寝
た
子
を
起
こ
す
な

と
い
う
人

・
同
和
問
題
を
、
い
ま
さ
ら
取
り

一

あ
げ
る
必
要
は
な
い

。

-
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
自
然

一

に
解
消
す
る
の
で
は
な
い
か

。

-

知
ら
な
い
者
に
、
わ
ざ
わ
ざ
教

一

え
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

の'1' し報広

寝
た
子
と
い
い
ま
す
が
、
本

当

に
寝
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
っ

と
し
て
お
い
て
、
み
ん
な

の
意
識
の
中
か
ら
消
え
て
な
く
な

る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
が
あ
る
こ
と
は
知
り
な
が

ら
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
る
、

寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る

。

こ
れ
で

は
、
人
権
意
識
を
ね
む
ら
せ

、

か

え
っ
て
差
別
を
次
の
世
代
に
残
し

て
し
ま
う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

寝
て
い
る
子
は
必
ず
起
き
る
時

が
く
る
は
ず
で
す

。
そ
の
時
、
ま

ち
が
っ
た
方
向
(
偏
見
を
持
っ

て
)

を
向
い
て
起
き
な
い
た
め
に
も
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
号
で
、

・

ね
た
み
意
識
を
も
っ
て
い
る

人

.
差
別
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る

人

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

重
信
川
の
都
市
計
画

決
定
等
に
つ
い
て

重
信
町
で
は
、
重
信
川
の
河
川
都

市
計
画
決
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
現
在
指
定
さ
れ
て
い

る
河
川
区
域
に
つ
い
て
決
定
を
行
う

も
の
で
す
。

な
お
、
河
川
に
関
連
し
て
、
重
信

川
緑
地
に
つ
い
て
も
計
画
の
変
更
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
課

内
線
四

一
こ
ま
で

。

フランス刺しゅう技術指導講習会

内職を希望する家庭婦人など

フランス刺しゅう

9 月 4 日 (*l~ 9 月 25 日以öまでの聞の10

日(毎週 3 日、火、木、金)
毎日 9 時30分-15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県婦人職業センタ-

30名

無料

愛媛県婦人職業センタ-
8 月 20 日(月)

印鑑持参の上、松山市山越町450番地

愛媛県婦人職業センター(宮23-2201) 

へ申し込んで下さい。

象
目
時

場

定員

受 講料

主催
申込締切

申込方法

経理事務(初級)・ワープロ技術講習会

日

A一品

対
科
目

.6. 
:z:.: 

就業を希望する家庭婦人など
経理事務(商業簿記 3 級) ・ ワープロ
(前 4 日間)
9 月 10 日 (月 )~ 1 0 月 31 日嗣までの聞の21
日(土曜、日曜、及び祝祭日を除く)
毎日 911寺30分一 15時30分まで
松山市山越町450番地
愛媛県婦人職業センター

30名
無料(教材費一部自己負担)
愛媛県婦人職業センター

8 月 30 日(水)

印鑑持参の上、松山市山越町450番地
愛媛県婦人職業センター(宮23 - 220 1)
へ申し込んで下さい。

象
目

場

定員
受講料
主 催

申込締切

申込方法

時

対

科

胃がん検診について

胃がん検診を下記のとおり実施します。
すすんで、受診して下きい。

対 象 40歳以_tの住民

日 程 (モデル) 9 月 6 日一 8 日

(単年) 9 月 12 日一 14 日

9 月 17 日一 21 日

11 月 9 日、 11 月 17 日

受付時間 午前 7 時30分一午前 9 時30分
11 月 9 ・ 17 日のみ午前 8 時40分一 10時

場 所 町民会館

料 金 本人負担 500円

(町負担 3 ， 200円)

受診でき ①胃の疾病で治療中の人
ない人 ②胃の手術を受けた人

③妊娠中の人
①②の人は、かかりつけの病院で定期検診
を受けて下さい。

検診結果 約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

注意事項 平常の夕食をすませ、それ以降は、お茶、
タバコ 等何も口に入れないで下さい。

その他 ①すでに申し込みされた人には、検診が近
づきましたら問診票等を送付します。

②まだ申 し込みをされていない人は、保健
婦まで申し込んで下さい。

fi64-2001 

一一一シー ト ベルトは正しく着用しましょう一一一



~ '1' し報広 の

ツベルクリン反応検査・ BCG接種
ツベルクリン反応検査は、結核の感染を調べる検査で、

BCG は結核の予防接種です。

結核による死亡率は、以前は高かったのですが、予防

接種の普及や、よく効く薬の発見により、現在では、 ì~~
減しています。しかし、今もなお、年間 6 万人ほどの怠
者が発生しており、注意の必要な感染症の一つです。
BCG接種をうけていれば、自然感染を受けても発病

することは少くなります。

ツベルクリン反応検査を受け、二日後、その発赤の大
きさから陰性、擬陽性、陽性の三つに分かれます。
陰性の乳幼児に、 BCG接種を行います。

擬陽性、陽性の乳幼児は、 9 月 19 日に再度ツベルクリ

ン反応検査を行い ます。

下記のとおりツベルク リ ン反応検査、及びBCG接種

を行いますので、対象の礼幼児及び、 4 歳未満の未接種
者は受けて下さい。

場 所 重信町民会館 1 階診察室

持参品 母子手帳 印かん

注意事項 0 当日はお畳の体温を i則 ってきて下さい。

0 ツベルクリン反応検査 ・ BCG接種を行っ
た当日は 、 入浴をひかえ、安静にして下さし、。

詳しくは、 役場保健婦におたずね下さい。

ft64-2001 

�J 日 時間 対 象

ツベルタ リ ン 9 月 5 日 14 : 00 
平成冗年 6 月 1 日~平成
2 年 5 月 3 1 日 生まれの者

反応検査 側 ー 1 4 : 30 
及び 4 歳未満の未接種者

ツベルクリン反応 9 月 5 日にツベルクリン
検査、判定 9 月 7 日 14 : 00 反応検査を受けた者

ーーー ‘・ ・・. .. - .. . . - . ・.

ツベルクリン反応検査、
BCG按穏 後) -14: 30 

判定の結果陰性の乳幼児

ツベルクリン 9 月 19 日 14 : 00 
9 月 7 日のツベルクリン
反応、検査の結果、陽性、

反応、検査(再) 附 ー 14 : 30 
擬陽性の乳幼児

ツベルクリン反応 9 月 19 日にツベルタリ ン|
検J!t、判定(再) 9 月 21 日 14 : 00 ー 写序検.'l!l:を号(ナ与 fL幼埋 l

ー・ .. .-‘ ・・ a・ ・‘・ .. ・.. .

BCG 後極 ( 再) 世め -14 : 30 ツベルク リ ン反応検査、
判定の結果陰性の乳幼児

ひめ子育て教室え

子供さんの健康管理や育児等について、愛媛大

学の先生が相談に応じます。

主催 愛媛県教育委員会

日時 8 月 30 日 (木)

午前10時から午後 3 JI寺まで

重信町民会館

無料

所

用

場

費

住民健康診査結果報告会
7 月から 9 月にかけて実施しました、健康診査

(成人病健診)の結果報告会を下記のとおり実施

します。

各地区公民館を巡回して、健康診査の結果通知

書をわたすとともに、結果の見方を説明します。

又個別指導も行し、ます。

同時に保健婦から、 「カルシウムについて 」 の

話も行います。

健康診査を受診された方は、ぜひ報告全に出席

して干さい。

尚、都合が悪く報告会に出席できない場合は、

全日程が終了後に結果通知書を送付するため手元

に結果が届くのがやや遅くなりますので御了永下

さし、。

J1 A ・ Øli 日 受付時 IlrJ 主場 所 備~

午前 9 時 ~午前 9 時10分 新村公民館

午前 10時 ~午前 10時10分 北 野間公民館
9 月 18 日

午前 II時 ~午前 II時 1 0分 !南聖子日|公民館
(月)

午後 l 時30分~午後 l 時45分 牛 j拘l 公民館

午後 3 時 ~午後 3 時10分 f書磨台団地公民館 上樋団地 b含む

午前 9 時30分ー午前 9 時40分 上林谷集会所 上林 UJì

9 月 28 日 'r- fiîi lO時50分~午前 I I時 上 林公民館 上林 F級

』創 午後 l 時30分~午後 l 時40分 北野台団地公民館

午後 2 時40分ー午後 2 時50分 牛湖団地第一集会所

午前 9 時 ~午前 9 時10分 凶口公民館

10 月 2 日 午前 10時35分~午前 10時50分 縦 ìïiIf京公民館

ω 午後 l 時20分~午後 l 時30分 西岡公民館

午後 2 時45分~午後 3 時 志津川 公民館[

午前 9 時30分~午前 9 時40分 上村公民館

10 月 3 日 午前 10時50分ー午前 II時 下林集会所

(7j() 午後 l 時20分~午後 l 時30分 八反地公民館

午後 2 時35分~午後 2 時50分 見奈良公民館

午前 9 時 ~午前 9 時 10分 l司窪同地公民館

10月 4 日 午前 10時30分~午前 1 0時45分 問符公民館

l刻 午後 l 時20分~午後 l 時30分 重信町民会館

午後 3 時30分~午後 3 時40分 山之内井口公民館

(5) 

青
年
団
だ
よ
り

O

太
鼓
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

毎
週
水
曜
日
午
後

六
時
l

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
重
信
太
鼓
の
練
習
し
て
ま
す
。

和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
遊
び
に
来

て
下
さ
い

。

O

ス
ポ
ー
ツ
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
三
十
分
1

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

(
八
月
の
み
重
中
旧
体
育
館
)

で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

い
い
汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

宮
六
四
|
一
五
O
O

局
ま
で

青
年
団
事
務

車
問

事女

室

年

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内

に
在
住
す
る
十
八
歳
か
ら

二
十
五
歳

ま
で
の

青
年
を
対
象
に
、
各
種
教
室

を
聞
き
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
教
育
課

宮
六
回
|
一
五
O
O

ま
で

教
室
内
容

八
月
サ
パ
イ
パ
ル
キ
ャ
ン
プ

九
月

交
通
安
全
教
室

十
月
海
外
旅
行
の
基
礎
知
識

十

一
月
日
常
英
会
話
教
室

十
二
月

研
修
地
に

つ
い
て
の
学
習

研
修
旅
行
研
修
地

未
定

チ
ャ
レ

ン
ジ
講
座

(ス
キ
|
教

室
)

月

つ一一一一ー一一一タバコは町内で買いましょ



(6) ~..; の,-y し幸良広

愛媛スポーツレクリェーション祭
予選クロッケ一大会

7 月 8 日、南古井小学校運動場で行われました。

3 人 1 組、 37チームが参加し、日ごろの練習の成果

を競い合いました。

なお、優勝したチームは、

することになりました。

8 )j 12 日の郡大会に出場

9 月 9 日 (日)
午前10時から

(小雨決行)

時日

0一般の部 (年齢イ中J)

優勝

間律第二の l

2 fﾎ[ 

北野台

重信川縁地公|詞

(大字問窪、愛媛県緑化センター西)

所場

，=~~也、記

優勝 因窪第二の 1
小貯義Jム
it主音11 f専八
'I� l~íJ ~:x. 

3 位

捌 i也 2

どてかぼちゃ搬入方法

搬入日 H寺 |閣 場 所
!!j 日 7:00-9:00 カ ニパル全場J
9/6 8:00-17 :00 

重信 町農協
9/7 8:00-17 :00 

野菜集荷場|
9/8 8:00-12 :00 

0老年 1 部 ( 60歳以上70歳未満)

優勝

午j拘iJ 1 

2 位

|封建東
問い合わせ

重信ー阿 j 農業後継者協議会事務局

~64ー2001 (内) 433 

牛j刻 1

大 ~t j磯JE
立;山務

~f" I ' ヌ; ( 

優勝
3 f立

升|ニ j員IJ 2 

町民プール一般開放

~64-1500 

111]"民プールを次の通り ー般開放しますので、

利用ドさ L 、 。

開放期日 平成 2 年 7 月 22 日か ら 8 月 31 1:1ま で

毎日開放。

但し、日曜日は 18歳以 1 --の方のみ利用

できる「大人の日」といたします。

13時:ー 16時まで。

無事|

小学校 5 年生以 |二の町内に居住してい

る方に限り登録できます。 まだ登録し

ていない方は、町民会館備え付けの申

込書に写真 l 枚をそえて、教育委員会

へ提出して F さ L 、。なお、昨年までの

登録者は登録証を提出し更新して下さ

0老年 2 部 ( 70歳以上)

優勝

1 11律東

2 位

北野川

国窪東
以j きよ f
高須賀 f;f� 
山内サダ子

優勝
3 位

1 1:I;'Ï第二の 3
開放期間

使用料

登録方法

問い合わせは、社会教育課

「
図
書
館
だ
よ
り

凶
書
館
の
開
館
時
聞
が
7

月
か
ら

午
後
7
時
加
分
ま
で
開
館
し
て
い
る

の
を
知
っ

て
い
ま
す
か
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(7) 広報しげのぶ

手話奉仕員養成講習会

手話奉仕員を養成し、聴覚言語障害者等の福祉の
増進を目的として、次のとおり講習会を開催します。

(中紐コース)

日 時 9 月 5 日から 10月 24 日まで毎週水曜日

午後 1 時30分から 3 時30分まで( 7 回)

定 員 20名程度

(初紐コース)

日 時 9 月 7 日から 11 月 9 日まで毎週金曜日

午後 1 時30分から 3 時30分まで(1 0回)

定 員 50名程度

受講料 両コースとも無料

場 所 松山市道後 2 丁目 12番11号

愛媛県身体障害者福祉センタ ー

申し込み はがきに、住所、氏名、生年月日、職業、電

6 5 4 3 

話番号を書き、中級コースは 8 月 25 日

初級コ ースは 8 月 30 日までに愛媛県身体

障害者福祉センターまで申し込んで、下さ

い。 ft24-2101

2 )1慎 6 5 4 3 2 

第1 回軽スポーツ普及大会
「だれでも、どこでも、いつでも」できる軽スポーツ講習会

並びにインディアカ普及大会を次のとおリ開催いたします。

期日 平成 2 年 9 月 16 日 (日)

会場 重信町トレ ーニ ングセンタ 一

日程 9 :30-10 ・ 00 受付

10 目 00-1 2:00 軽スポーツ実技講習会

(インディアカ ・バウンドテニス・ グランドゴルフ)

13 : 00 -16 : 00 インディアカ普及大会

実施方法 ①午前は、各種経スポーツの紹介及び実技講習会

②午後は、インディアカ普及大会を実施する。
③午後のインディアカ普及大会は男女別で、初心者
と中級者に別れてブロ y ク別リーグ戦を行う

( 7 点 3 セッ トマ ッチ)

参加上の注意事項

①参加者は、運動のできる服装で参加して下さい。

②必ず、体育館シュ ーズをご持参 F さい 。
③昼食は、各自でご準備ください。

参加申し込み方法

)1国

参加希望者は、町民会館 ・ 社会教育課へ個人又(ム

グループで 9 月 5 日までに申し込んで F さ L 、。

(参加料は無料です) TEL連絡可 fi64-1500 

6 5 4 3 2 )1国
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重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

日時 毎週水曜日
月 日 相談 員

13:00-17:00 

場所 図書館 3 階
15 水田 敏贋

電話 64-3437 8 22 大森敬 子

方法 電話でもよいし、 29 近藤栄宏

直接来られでも 5 高橋 謙一

かまいません。
12 近藤 良f吾

子供からの電話 9 

19 稲荷 議Eコ -
も受付けていま

す。
26 武智 道子

(8) のげし

月 H 行 尊王 名 時 問 場 所

教人職権員講同座和教育研修会 9:00-16:30 町 民会館
2l(刈 ー・・ー ーー ・ー

9:00-11 :30 
- ・ ー--.. .・ ・.ー.ーー ー ー...

8 
健康診査 (22 日ま で)

13 :00-15: 00 
北吉井小体育館

25出 横河原観月祭(雨天翌 日) 18:30- 重信)1I(横河原)
26(臼) 当番医 国立療養所愛媛病院横河原 告64 ー 2411

28(刈
健康 診査 9:00-11 :30 

下林集会所J] (40歳以上の住民) 13: 00-15 :00 

30(榊
離礼食 学 級 受付13 :30-14:00

町民 会館H元年12月、 H2年l 月 生 学級14 : 00-15:30
31樹 同I県民税第2期、国民健康保険税第2期、水道料金納期限

2 (日) 成当人蕃パ僅レ ボ八ー木ル耳大会鼻咽1喉8科~?Q:-:-:_ 牛 .0|自一ト一レ一ー一ニ台ン'6グ4セLン674一ぬ外 ー

3 (月)
健康 診査 9:00-11 :30 

町民会館
(40蔵品上の住民)4 日まで 13 :00-15 :00 

4ω 社会保険相談 9:00-11 :30 商工会館
ツベルタ リ ン反応検査

5 (羽
H元年6月!日 -H2年5月 31 日

受付1 4:00-1 4:30 町 民会館
生れの者
及び4議未満の未{車種者

6 (;t;:) ー 宵中札央機料理iザ教'i~:室)刷1で一一一一 8:30-12 :00 町 民会館
一一長lH3õ二 . 9:30.. 11 

ツ反判定 (克実施者について
7 働 判定を行い陰性者はBCGlt緩 受付14:00-1 4:30 11 

を ltいます。)
9 9 (日) 第6回ど-僅てカtーrち一ゃ通カー有ニバ医:I~院 一10一:0一芯0一}奈川一一 重信川緑地公園

ft64 -2461 

1 0{月) 診大撮 (該当者川 各 t也 区怖がん検診略筑後査通知します， ) II 日ま で
l歳6 ヶ月児健康診査

受付1 3 ・ 30-1 4 ・ 30 町民 会館
12(水) . .(骨1が~jん乙検f診R(単H年L) Z月.$ ) .. ー--------ー-----.-ー・・・・・

14 日まで 受付7:30- 9:30 " 
1 3(栂 山之内移動保-lllii引健康診査) 受付10:00-]]:00 弁口公民館

15出 当敬蕃老医の日.ー ー-- 孟ゴ:信ミヲ収ー集ij 王休み子テまーす守ー。ー 1ー志9 日津(ね，)11に一出ーー-し6て6ギドニさーiiい語。

1 6(日) 第当番1一医切軽芥J藤~三石・ク' 'j 普リ及ニ友ッ舎ク 一 志津川 ft64-1234 

17(月) 育がん検診(単年)21 日 まで |受付7:30- 9:30 町 民会館
1 8(刈 健康診査結果報告会 (対象:健康診査受診者) 各 地 区

ツベル 7 1) ン反者応の牧う査ち (再)n 印刷 %に判定した 陽性、 受付14 ・ 00- 1 4:30 町民 会館
擬1針生の者

20(ね
乳児健 診

受付1 3:30- 1 4:30 11 
( H 元年l 問、 H2年5月 生)
''l反判定 (再)(%実施者につい

21樹 て判定を行い陰性者 liBCG!& 受付14:00-14:30 11 

径を jT\ 、ます。)

2 3(日) 秋当分蕃の医日 ー 酋野i亙院一一 一一橋j市原 ー…一 - --会64-':_: -2 i語
24(月) 当振替者主休僅日 一山ゴ本ミ4内1科君主体今川季j内__0.町，?}北-旬方開1;出L霊堂τ6:6:で-さ2J06、 96 

25ω 健康相 談 27 日まで | 各 地 区

28幽 麟粗大ゴミ ijjJ収日

30(日) 当番医 泉内科 川内町尚方 宮66-2226
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